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　本論は、あるミュージシャンによる歌づくりの授業の中で活用されたf作詞ノート」を取り上げ、その表現活動に
おける教育方法的意義について論じたものである。授業を行ったのは、・筆者が参加しているロックバンドrsjue」1の
メンバーである。「作詞ノート」とは、「sj　ue」のボーカリストSjue2のノートを称したものであり、その特徴は、常
に携帯しておき、思いついたことは文でも絵でも何でも書き込んでおくことにある。この「作詞ノート」を子どもた
ちに配布した上で歌づくりの授業を行い、子どもたちの表現活動にどのような効果があったのかを考察した。授業を
行った結果、自分の表現を振り返り新たな表現を摸索するなど、子どもによって多様な効果がみられた。また、これ
ら様々な効果をまとめた結果、日常の文脈にそくした表現活動を行うことの意義や、表現者の表現方法を考察してい
くことの重要性など、表現活動にっいての新たな視座が得られた。
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　　　　　　　1．研究の背景と目的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．］．概要
　筆者はこれまで、学校教育において各教科・各単元の　　　本論が取り上げるのは、筆者が中心となり、2006年5
中で行われている様々な表現活動が、当の子どもたちに　　月から7月にかけて、ある国立大学附属中学校3年「選
とって、真に必要とされるものとなっているのだろうか、　択国語」の時間（全7時間）に行った、ミュージシャン
という問題意識から、学校教育における望ましい表現活　　による歌づくりの授業である6。
動のあり方を明らかにすることを課題としてきた。実際　　　本授業は、研究上の検証授業として実施したため、国
には、筆者自身が音楽活動を行っている3こともあり、　　語の時間に行ったことに大きな意味はないeただし、選
ミューLジシャンという表現の専門家と言える存在と歌　　択の時間としての講座名は「シンガーソングライターに
づくり4の授業を行うことで、子どもたちがこれまでと　　なろう！」であり、子どもたちは、作詞など国語に関連
は異なる仕方で、自分の思いを表現することができるの　　した何かしらの方法で、歌をっくることを理解して受講
ではないかと考え、授業を開発し、実施してきた5。　　　している。
　望ましい表現活動のあり方を論じるためには、いくつ　　　受講者は、男子5名、女子6名の計11名である。受
か方法があるように思われる。たとえば、各教科・各単　　講者の歌づくりに関わる技能は個人によって大きな差
元で行われている授業を改善していく方法や、子どもた　　がある。自ら作詞・作曲・伴奏をこなす者もいれば、作
ちの現状を分析した上で新しい授業を提案していく方．曲はまったくできないという者もいる。
法など、様々な方法が考えられる。　　　　　　　　　　　なお、歌づくりの授業を行ったのは、筆者がギタリス
　本論では、あるミュージシャンによる歌づくりの授業　　　トとして参加するロックバンド「sjue」7のメンバーのう
の中で活用された「作詞ノート」を中心的に取り上げ、　　ち、作詞・作曲ができる4名である8。
その表現活動における教育方法的意義について論じる。　　　歌づくりの進度は個人によって様々であったが、授業
具体的には、実際の授業の中で、「作詞ノート」が子ど　　の大まかな流れは以下のとおりである。
もたちの表現活動にどのような影響を与えたのかを捉
えていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1時間目〉「sjue」による教室ライブと歌づくりの方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の説明
　　　2．本論で取り上げる授業について　　　　〈2－－5時間目〉主として歌づくり
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〈6時問目〉主として発表へ向けた練習　　　　　　　　　　「自分の思いを表現しよう」という活動を行う際、多
〈7時間目〉発表会（ライブ）9　　　　　　　　　　　　くの場合、その活動は個人での活動に限定されがちであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るが、そもそも自分ひとりで自分の気持ちに気付いたり．
2、　2．問題意識　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある気持ちに確信を持ったりするのは難しいことであ
　本授業は次の間題意識から実施した。　　　　　　　　　る。人は誰かと会話するときなど、他者と交流する中で、
　現代の子どもたちの人間関係を考察すると、仲聞集団　　普段意識することのなかった自分の気持ちに改めて気
に過剰な配慮をする傾向や、その一方で仲間集団以外の　　付くことが多いのではないだろうか。
他者には無関心である傾向がみられ、表現することに関　　　たとえば、臨床心理士の諸富祥彦14は「人は、他者と
して様々な問題があるということが分かる10。そこで、　　の関係の中ではじめて‘‘自分自身”になれる」と述べ、
各教科・各単元の目標に縛られず、子どもたちがより自　　カウンセリングの場面を考察しているe諸富は、カウン
分の思い11を表現できる場が必要なのではないかと考え、　セリングについて、「目に見えるレベルでは、カウンセ
歌づくりを題材に授業を実施した12。　　　　　　　　　　ラーとクライエントとの対話のようにしてカウンセリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ングは進んでいくのですけれど、そのプロセスが深まっ
2．　3．活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていくにっれて（中略）クライエントのうちなる自分自
　授業の内容は、子どもとミュージシャンがオリジナル　　身との対話に深まっていく」15ことが望ましいと指摘し
の歌を共作するというものである。子どもたちは、ひと　　ている。望ましいカウンセリングのあり方は、学派によ
りにつきひとっ、オリジナルの歌を制作した。　　　　　　って異なると考えられ、ここでは、結論を出せないが、
　授業において、ひとりひとつの歌をつくることにした　　少なくともこの指摘からは、人は他者との対話を通して、
のは、仲間集団の中で自分の思いを表現することができ　　自分では普段意識することのなかった自分の思いに気
ないという状態を避けるためである。歌づくりの活動を　　付くことができるということを理解できる。
行う場合、たとえば「学級歌をつくろう」というテーマ　　　本授業では、この観点を踏まえ、基本的には子どもの
の下、クラス全員でひとつの歌をっくることもできる。　　個人作業という形態をとりながらも、実質はミュージシ
しかし、筆者がこれ以前に行った実en13では、グループ　　ヤンとの共同作業という形態で歌づくりを行うことと
で作詞活動を行うと、グループの中で積極的に歌詞を書　　した。ミュージシャンは子どもの意図をうまく形にする
く子どもと、ほとんど内容に関与しない子どもがいた。　　という観点から助言を行った。ときには子どもの書いた
　また、とりあえず歌を完成させることが主たる目的と　　詞にっいて、細かく意図を聞くといったことも行った。
なってしまい、「Aメロ」「サビ」などを分担して効率よ　　そうすることにより、子どもは自分の気持ちについて改
く制作していたグループもあり、金体的に統一されず暖　　めて振り返ることができ、ミュージシャンはどんな曲を
昧な内容の歌詞ができてしまうこともあった。　　　　　つくればいいか、そのイメージを掴むことができると考
　これらの例から、個人の思いを表現することが目標な　　えたためである。
のであれば、活動はグループではなく個人で行った方が　　　ここで重要なのは、ミュージシャンが曲を提示する際
よいと考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、その曲をっくった根拠を説明することである。子ど
　子どもたちは主として、自分のことを詞で表現する活　　もたちはそのミュー一ジシャンの意図に対し、「その通り
動を行った。作詞を中心としたのは、子どもたちにとっ　　だ」と思ったり「自分の考えとは何か違う」と思ったり
て一定の授業時間内で曲まで制作するのは難しいこと　　するだろう。そういった「自分はどう思ったかJという
だろうと想定したためである。　　　　　　　　　　　　ことを聞きながら、ミュージシャンが曲を吟味していく
　ただし実際には、作詞を中心として歌をつくる方法を　　という過程を取り入れた。ミュージシャンは子どもの意
堰一の方法として行ったのではない。最終的に、自力で　　見をできるだけ具体的に聞きだすことで、より納得して
曲までつけた者や、曲のみのインストゥルメンタルのも　　もらえる曲をっくることができ、子どもたちは、ミュ・一
のを制作した者もいた。子どもたちの表現活動は多様で　　ジシャンとのやりとりの中で、自分がどう思ったかにつ
あり、ミュージシャンはそれぞれに応じて、歌づくりを　　いて意識的になることができるe
進めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その一方、ミ＝一ジシャンが積極的に関与しすぎて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちが表現できる余地を狭めてしまわないよう
2．4rミュージシャンの関わり方　　　　　　　　　　に留意しなければならない。ミュージシャンと子どもた
　本授業に行うにあたっては、ミュージシャンが子ども　　ちとが関わる過程で、ミュージシャンが子どもの思いを
たちにどのように関わればよいのか、という点が研究上　　解釈し、自分の意のままに歌をつくることも可能である
の課題として挙げられたeそのため、ミュージシャンの　　が、自分の思いを表現するという目標を達成し、「自分
腐わり方について事前に考察を行ったp授業の実際を理　　で表現できた、できなかった」という意識を持てるよう
解しやすくするために、以下にその考察を記す。　　　　　になるためには、子どもたち自身が率先して歌づくりの
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方㌶㍍1㌘黙慧慧子ども一一＿一．9㌶匡ぽこ
たちが互いの思いを伝酷い、歌の方向性を探っていく　　　　　鶴掛撫W・己
蕊蒜鴬麗」當篇㌫：㌶　璽ぎ1襟譲≡二・：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イa］．！作詞ノート」とは何か、　　☆一難難怒鰺．．i
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　本授業では、子どもたちが自分の思いを表現しやすい　　．　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　コら三
ない子どもたちが作詞をする際に、より自分の思いを的　　戸　R　　、
確に表現するためにどういった方法が適しているのか、　　　ノ　pという髄馴である．　　　　　　1轡、
詞㌻繋蕊㌶㌧こ二㌶作酬・繍鷲劇
〈阿久悠1・S・CD　B［i」〉　　　　　コ疏｝　／　”藩グ⊂禰、
．　「推敲を重ねるなんてことはあまりやらない。いちばん　　　　　・　rs’．．
　最初に出てきた言葉がやはりいちばんフレッシュなん　　コ
　です。推敲して書き直し、それでよくなったことはまず　　i「　’　　　．．，　』『／
　ありません。J　19　　　　　　　　　　　　　　　　　s　－　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国
　くボブ・デイラン20の例＞　　　　　　　　　　　　　3
　　「何も考えなくても、歌が自然に浮かんできた」21　　　S’
　　このふたっの例は、作詞の専門家特有の方法であると　　3
　言える。阿久は「推蔽を重ねるなんてことはあまりやら
　ない」と述べているが、これは櫟を吟味していないと　　図1s」・eの「f欄ノート」の一部
　いう意味ではないだろう。阿久の作詞家としての経験や
　才能から瀬の中でよりよい言葉をあらかじめ選別する　例は・歌が浮「・’んできた後に・どのような過程端間x
　ことができているのだと考えられる。ボブ．ディランの　が完成するのかが分かりづらいeしかし・このように・
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　　　　　　自分がどのように歌をっくっているのかということに　　　しかし、偶然に言葉が並んでできた文や詞全体から、
　　　　　　関し無自覚である作詞家・ミュージシャンは多いと考え　　問き手が意味を想像したり、トム・e・ヨーク自身が意
　　　　　　られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味を感じたりすることができるかもしれない。また、聞
　　　　　　　このふたつの例を作詞経験の乏しい子どもに当ては　　き手は歌に「まるっきり感情がない」というトム・e・
　　　　　　めることは難しい。発想を促す技術として「KJ法」を　　ヨークの意図自体から、トム・e・ヨークの思いを読み
　　　　　提唱した川喜田二郎22は、「天才のインスピレーション的　　取ることができるかもしれない。
　　　　　　な発想では、必要な諸情報、そのつどはっきりと外に吐　　　同様に、この方法で子どもが作詞を行った場合も、偶
　　　　　　き出して定着させないで、頭の申に詰めこんだまま無理　　然に並んだ言葉から作者自身が意味を感じたり、聞き手
　　　　　　をして、次々にその累積効果をみずからの頭の中で試み　　が新たな意味を想像したりするなど、結果として作者自
　　　　　ているのだろうと思う。（中略）しかしその方法は、無　　身が自分の思いが表現されたと感じるかもしれない。意
　　　　　駄や失敗が多く、なんども同じような感情的発想の不発　　図せずに選んだ言葉だからといって、自分の思いがまっ
　　　　　弾を繰り返すことが多いことであろう。jと述べている。　　たく表現できないというわけではなく、この方法は必ず
　　　　　川喜田の発想法は「野外科学」によるものなので、作詞　　しも否定される方法ではない。自分の思いを表現するた
　　　　　の際の発想法と同様であるとは言えないが、アイデアを　　めに最も効果的な方法だとは言えないが、場合によって
　　　　　思いっくという基本的な部分において、関連する部分は　　は、こういったゲーム感覚で詞をっくることを取り入れ
　　　　　　あると考えられる。そう考えると、阿久やボブ・ディラ　　ることも可能である。具体的には、ひとつも言葉が浮か
　　　　　　ンの例はここで言うi天才のインスピレーション的な発　　ぱない子どもが、アイデアを思いつくきっかけ作りとし
　　　　　想1にあたると言える。阿久やボブ・ディランは、恐ら　　て行うことなどが考えられる。
　　　　　　く自分の作詞方法について、「無駄や失敗」が多いとは　　　続けて、他の傾向を持つ方法を考察していこう。
　　　　　捉えていないだろう。しかし、作詞経験の乏しい子ども　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　にとっては、「無駄や失敗」が多い方法であると言える。　　〈ジョン・レノン27の例〉
　　　　　授業の中で、「いちばん最初に出てきた言葉を残して書　　　（筆者注・「Strawbe町Fields　For巳ver」という歌に関
　　　　　　き直さないようにしよう」「何も考えず自然に歌を浮か　・して）「要するにリヴァプールについて何か書きたかっ
　　　　　べてみよう」と指導しても、一部の作詞が得意な子ども　　たんだね。それで思いつくままに響きのいい名前を挙げ
　　　　　は自分の思いを的確に表現することができるかもしれ　　ていったんだ。ストロベリー・フィールズは、ぼくたち
　　　　　ないが、多くの作詞経験の乏しい子どもにとっては具体　　が住んでた近所の場所の名前で、実際には救世軍の施設
　　　　　的に参考になる情報は与えられないに等しい。また、結　　なんだけど、ストロベリー・フィールズをめぐるイメー
　　　　　果としてミュージシャンが具体的に何も援助しないこ、　ジをいろいろ見るわけなんだよね。」2s
　　　　　　とにっながり、ミ＝・一ジシャンと歌をっくる意義がなく
　　　　　なってしまう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈YU：［29の例〉
・　　　　　　では、より具体的な方法を考察してvyこう。　　　　　　　「最初は、ノートにポエムみたいにして書いていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それをいっぱい書きためて一冊のノートに収めたりし
　　　　　〈トム・e・ヨーク23の例〉　　　　　　　　　　　　　　て、気がつくと、fi記みたいにいつも思ったこととか考
　　　　　　「言葉の断片をシルクハットに入れて、適当に取り出し　　えたことを書いたりしていました。（中略）・そして、ふ
　　　　　てつなぎ合わせた」24　　　　　　　　　　　　　　　だん詩を書いたりするときは、映画を見たときや曲を聞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたときなど何かのインスピレーションを受けたとき、
　　　　　　この例は、意図的に意味を考えずに、無作為に言葉を　　思いっいたことを書きとめたbしています。日々感じた
　　　　　つなぎ合わせて詞にする方法である25。　　　　　　　　　こと・思ったことや考えたことは、いっも目記みたいに
　　　　　　　トム・e・ヨークは、すべての作詞をこの方法で行っ　　して書くようにしています。ふだん、なるべくいつもノ
　　　　　ているわけではなく、歌に「まるっきり感情がない」26よ　　一トを持ち歩くようにしています。（中略）ノートを持
　　　　　　うにみせるといった特別な意図を持づた際、例外的にこ　　っていなかったときは、携帯に打っておいたりとかもし
　　　　　の方法を用いたe　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます．」30
　　　　　　薙かに、この方法で書かれた詞は、普通に読むと言葉
　　　　　のつながりに意味がないようにみえる。トム・e・ヨー　　〈Sjueの例〉
　　　　　　クが何を表現したかったのかが分かりづらい。そもそも　　　「そのとき思っていることを紙に自由に書く。文書でも
　　　　　作詞の意図から考えれぱ、詞そのものから伝えたかった　　単語でも構わない。絵を描くこともある。少しくらい関
　　　　　　ことはないように考えられる。自分の思いを表現しよう　　係のないことでも構わず何でも書く。その紙に書かれた
　　　　　　とするとき、この方法を基本的な方法として子どもに伝　　言葉を、ギターを弾いたリアカペラで歌ったりしながら、
　　　　　　えるには無理がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　曲に合わせ自由に作り変えていく。」31
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体裁を整えるために言葉を選ぶのではなく、たくさんの
　この3つの例において特筆すべき点は、いきなり詞を　　言葉を出しておいて、その中から自分の思いを的確に表
書き出すのではなく、事前にアイデアをたくさん挙げて　　しているものや詞の形式で表せそうなものをじっくり
おく、という点である。ジョン・レノンは彼の故郷であ　　と吟味して行く過程を取り入れることが重要である。こ
るリヴァプールをテーマに歌をつくろうと思い、リヴァ　　のように、最終的に詞に反映されなかったアイデアでも、
プールについて関連する名前を挙げ、「ストロベリー・　　よりよい詞を制作するための重要な役割を任っている
フ4一ルズ」という言葉が出て、それに関連するイメー　　といえる。
ジをさらに考えている。YUIは、作詞のヒントになりそ　　　前述のとおり、筆者はこれまでも何度か歌づくりの実
うな事柄について、普段からノ」トに書いたり携帯電話　　践35を行っているが、これまでは、このような作文でい
に打ち込んだりしている。作詞を行う際は、そのノート　　う下書きに相当するものを明確に制作せずにいきなり
に書かれたことや携帯電話に打ち込まれたことを参考　　詞を書き始めさせていた。子どもたちは頭の中で考えた
に、そこからイメージを膨らませたり、言葉をつなぎ合　　り、言葉を書き換えたりしながら自分なりに下書きに相
わせたりして詞をつくっていくことが予想されるeまた、　当する部分を補おうとしていたとも考えられるが、作詞
直接ノートや携帯電話を見て参考にしなくとも、記録し　　の専門家に比べ語彙も少なく経験も浅い子どもたちに
た時点で記憶に残っており、詞が書きやすくなっている　　とっては、初めから整った詞を書こうとすることは難し
とも考えられる。Sjueは、詞を書く際に、特に制限を与　　く、具体的に参考にできる下書きが用意されていた方が
えずにそのとき思っていることを自由に書いている。書　　作詞はしやすい。作詞をする際には用いる言葉を吟味し
いたことをもとに、改めて自分の思いを整理し、詞をつ　　ていくという過程が重要であり、そのための材料として、
くっていると考えられる。Sjueの例で特徴的なことは、　　こういった下書きに相当するものを作成する過程を取
「関係ないことでも構わず何でも書く」ことである。た　　り入れることは有効である。また語彙が少なく言葉が浮
とえ関係ないと思われることでも、先に挙げたトム・e・　　かばないといった子どもも多いと考えられる。そういっ
ヨークの例のように他の言葉を出す参考になる可能性　　た場合にも、あらかじめたくさんの言葉を出しておくこ
がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とで詞を考えやすくなると考えられる。
　これらの方法について、「ブレーンストーミング」の　　　この点には、次のような批判が予想される。すなわち、
例をたよりに考察するe川喜田は、先に挙げた著書『発　　子どもたちがその場で感じたことをそのまま素直に表
想法』の中で「ブty－一ンストーミング」を紹介している。　　現したものこそ、自分の思いなのではないか、という批
川喜田32は「ブレーンストーミング」を行う際に重要な　　判である。
ことを数点挙げており、その中には、「自己規制をする　　　もちろん、子どもたちがその場で感じたことをそのま
な」という点と「できるだけ多量のアイデアを出せ」と　　ま素直に表現したものの方が、何度も推敲を重ねたもの
いう点がある。ここで挙げられている「ブレーンストT　　よりも、的確に自分の思いを表現できている場合はある
ミング」は、複数人による会議の場で活用するものであ　　だろう。しかし、前述のとおり、子どもたちの人間関係
ると紹介されているが、先の2点は個人でよりよい発想　　を考察すると、仲間集団へ過剰な配慮をしてしまい、積
をするためにも参考になる点だと考えられる。Sjueの例　　極的に自分を表現したがらない傾向や、仲間集団以外の
で特徴的な「関係ないことでも構わず何でも書く」とい　　他者へ無関心な態度を装う傾向がみられる。そういった
う方法は、この2点と関連しており、作詞をする際にも　　中では、自分の思いが消極的・短絡的なものになってい
有効な方法であると考えられる33。　　　　　　　　　　ないかを、繰り返し反省し、自覚する過程が必要である。
　また、作詞に使われなかった「関係のないこと」を出　　特に、本授業はそういった傾向が強い中学生段階で行う
すことは無駄な作業ではない。川喜田34は「KJ法」の　　こともあり、自分の表現を反省する過程の必要性は強い。
説明の中で、最終的に「包括性」を獲得することを目的　　　以上のような考察をした上で、子どもたちにひとり一
としており、途中で「没落」するヒントがあるが、それ　　冊「作詞ノート」を配り、授業で活用することにした36・
は個々のヒントの「干渉作用」が進展しなかったためで　　子どもたちが「作詞ノート」を常に携帯することで・詞
ある、と述べている。これを作詞に置き換えて考える。　　のアイデアをたくさん出しておくことができ、また、そ
作詞では、最終的により自分の思いが表現された詞を制　　れを記録しておくことができると考えたためである・
作することが目的であり、そのためには個々のアイデア
がよりよい形で結びっいている、すなわち「包括性」を　　　　　4．授業における示唆的な場面と
獲得する必要がある。そのためには、個々のアイデア、　　　　　　その場面についての考察
ヒントがうまく結びっかない、すなわち「干渉作用」が
進展しない場合があるかもしれない。その場合、よりよ　　　実際の授業では、1時闘目に・Sjueの「作詞ノート」
い詞を求めてさらに吟味していく作業が行われる。単に　　を子どもたちに見せ、それを参考に、自分たちが日頃感
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じたことについて、文でも言葉でも絵でも何でもいいの　　ったことは、学校現場になれていないミュージシャンに
で書いておくようにと指示をした。また、その「作詞ノ　　とって、有効に働いたと言える。また、「作詞ノート」
一ト」に書かれていることをもとに、話をしながら歌を　　があったことで、子どもたちと話をしやすくなり、結果
つくっていこうと呼びかけた。　　　　　　　　　　　　　として、本授業で重視した「イメージの共有」がしやす
　授業全体を適して、「作詞ノート」が、単に表現を深　　くなったと考えることもできる。
めるという効果を生み出すに留まらず、期待した効果以
外の効果もみられ、ミュージシャンと子どもたちとの関　　4．2．歌づくりの方法の説明に役立った
わりの中心を担っていたと考えられた。以下、授業にお　　　前述のとおり、ミPt・一一ジシャンは教員ではないため、
ける、「作詞ノート」の活用に関わる示唆的な場面を挙　　1時間目に行った、歌づくりの方法を説明する場面で手
げながら、「作詞ノート」の教育方法的意義について考　　間取った。
察していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌づくりの方法の説明としては、はじめに、ライブ中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のMCの中で、演奏した歌と関連させながらSjueが説
4．1．　「作詞ノート」が話すきっかけになった　　　　　　明した。Sjueは熱心に語ったのだが、その内容は、「今、
　授業全体を通して、「作詞ノート」があることで、ミ　　こうやってうたってても、（自分の気持ちがその都度）
ユージシャンが子どもたちと接しやすくなったと言え　　色々変わってくんだと思った」「つくった後に、時間の
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流れに名前をつけて、できた（歌）」など抽象的な内容
　ミュージシャンは当然のことながら教員ではなく、必　　が多く、子どもたちがそれらを理解できたかは疑問であ
ずしも子どもたちと接するのが得意だとは言えない。個　　った。
人差はあれど、出会って間もない子どもたちと、いきな　　　加えて、ライブ後、実際にSjueの「作詞ノート」を
りうまくやりとりをするのは難しい。実際、1時間目の　　配り、再度説明を加えた。Sjueは、時折、「作詞ノート」
はじめに、「sjue」が教室でライブを行ったが、そのと　　の特定の部分を見るよう指示し、その部分からできた歌
きの演奏やMCは「sjue」にとっては満足できるもので　　についてのエピソードを交え、できるだけ具体的に話そ
はなかった。それは、普段とは異なる場で、普段とは異　　うとした。Sjueのノートには思ったことの他に浮かんだ
なる相手に対してライブを行ったことによると考えら　　絵なども自由に書いてあり、子どもたちは興味を持ちな
れる。このように、授業という特殊な揚の中で、ミュー　　がら話を聞けていたと思われる。授業後の感想にも、一
ジシャンが自分らしく振る舞えない場面がみられた。　　　部「作詞ノート1に関する記述がみられた。
　また、子どもの側からしても、大して話をしていない　　　この場面では、子どもたちはSjueの話を実際の「作
人に自分の思いを簡単に打ち明けることは容易ではな　　詞ノート」にそくして理解することができ、具体的に歌
いだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づくりの方法をイメージできたと思われる。また、今後
　しかし、本授業では、「作詞ノート」があったことで、　　このように「作詞ノート」に色々書いていくという、実
ミュージシャンと子どもたちの話すきっかけをっくる　　際の作業にっいて理解できたとも思われる。
ことができた。まだほとんど話をしたことがない仲でも、　　Sjueに限らず、多くのミュージシャンは、普段自分が
「ノート見せて」、「何か書いた？」など、「作詞ノート」　　どのように歌をつくっているのかということを、誰かに
をきっかけに話を切り出す様子がみられた。たとえ何も　　分かりやすく教える経験はないだろう。そのときに、「作
書いていなくても、「何で何も書いてないの？」と会話　　詞ノート」のような具体物があると、子どもたちのイメ
を切り出し、思いを探っていくことができた。　　　　　　一ジを喚起しやすいと考えられる。歌づくりのような、
　また、「作詞ノートjを個人の所有物としたため、話　　形のない抽象的な活動であれば、なおさら具体物の有効
をしたい子どもと直接関わることができたという面も　　性は高まるだろう37。
ある。「sjue」メンバーの中で、子どもたちと話すのが
苦手な者でも、話をそらすことなく・、歌づくりの話に集　　4．3．女子Aについて
中できていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここからは、示唆的なやりとりがみられた子どもたち
　授業の冒頭以外でも、「作詞ノート」を中心に歌つく　　を取り上げていく。
りが進められたeつくっている最中の歌に関して、「ど　　　はじめに、女子Aについて取り上げる。女子Aは、
こまでできているかj「どんなことを踏まえているのか」　　自分で作詞・作曲・伴奏までこなすことができる。はじ
といったことを理解するために、ミュージシャンは常に　　めて「sjue」メンバーが「作詞ノート」をみた2時間目
「作詞ノート」を確認しながら話をしていた。大切だと　　に、周りにいた他の女子が恥ずかしがっている中、率先
思われることは必ず「作詞ノート」に書かれているから　　して手を挙げてSjueを呼ぶなど、歌づくりに積極的に
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨んでいた。
　こういった子どもたちと接するための手がかりがあ　　　女子Aは、「作詞ノート」に普段感じたことではなく、
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既に自分が完成させていた歌を何作か清書してきてい
た。自分が歌づくりを得意としていることを、好感を持　　4．4．女子Bについて
っているSjueに見てもらいたかったのだろう3B。　　　　　　女子Bは、2時間目には、「作詞ノート」に日頃感じ
　このときSjueは、女子Aの詞を見て、「すごいね、君　　たことをそのまま書いてきていた。中学校最後の運動会
ミュージシャンになれるよ」と素直に褒めながらも、女　　があったこともあり、f運動会優勝したぞ一！1」「青春
子Aの詞に、Sjue日く「詞っぽい言葉Jが多いことを　　の1ページ、今を大切に」など運動会に関連した記述が
感じている39。すなわち、同じくSjueの言葉を借りれば、　　多かった。ぞの日の感想用紙にはfうんどうかいについ
「よくありがちな詞を真似て、詞の形を整えることに気　　てかく」と書かれていた。女子Bと関わったSjueはf後
を遣いすぎている」と感じたということである。　　　　　で抜粋すると思って、もっと死ぬほど書いてみて」とだ
　そのような詞を書くことは、特に中学生ではよくある　　け指示していた。
ことだが、本授業では、ありがちな詞を真似ることに安　　　ところが、3時間目には、運動会の記述はほとんど見
住せず、より自分の気持ちにあった言葉を探っていって　　られなかったe前時以降の分の、はじめの2ページまで
ほしいという願いがあった。そのため、Sjueは、女子A　　には運動会のことが書かれているが、それ以降は新たに
自身が一番自分の気持ちがよく表現できているという　　好きな人ができたことにっいて書かれていた。ノートの
詞にっいて、ひとつひとつ言葉の意味を細かく聞いてい　　約半分にあたる14ページにわたって、行を飛ばさず、
った。女子Aは、その問いかけにうまく答えられず、ひ　　一行ずつ丁寧に書かれており、日記のような文体であり
とっひとつの言葉に強い思い入れがないことを自覚し　　ながらも、ところどころが好きな人へのメッセージとな
た。女子Aは「もっと気持ちに素直な詞が書けるかもし　　っていた。好きな人ができたという内容そのものが気持
れない」と発言し、Sjueと合意のもと、その歌を改良し　　ちを盛り上げるものであるが、自分が好きになったきっ
ていくことにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけや、今の相手への気持ちなどが細かく豊かに書かれ
　しかし、この後、女子Aはなかなか改良した詞が書け　　ており、授業で使うためという消極的な理由でなく、積
ず、苦労した。授業時間に別の詞を書き出し、そちらを　　極的に「作詞ノート」に書いていた様子が目に浮かぶ。
完成させることもあった。　　　　　　　　　　　　　Sjueは驚き、　fありがとね。」「気持ちいっぱいだったで
　女子Aに変化がみられたのは4時間目からである。そ　　しょ。」と、「作詞ノート」にたくさんの分量を書いてく
れまで、女子Aの「作詞ノート」には清書したものしか　　れたことへの感謝を伝えた。
書かれていなかったが、4時間目からは、書いた詞につ　　　女子Bは、Sjueからの「作詞ノート」にたくさんの
いて、納得のいかない言葉を黒く塗りつぶしたり、アイ　　ことを書くという指示を素直に実行し、思いがけずたく
デアを端の方に書いておいたりと、「作詞ノート」を「汚　　さんの分量を書くに至った。Sjueは授業後、女子Bが
く」使うようになっていった。このように「汚くj使わ　　「たくさんのことを書こうとしているうちに、新しい気
れた「作詞ノート」は、　Sjueの「作詞ノート」のように、　　持ちに気付いて、たくさん書いた。」と発言したことを
様々なアイデアが規制されることなく大量に出されて　　紹介している。継続してたくさんのことを書き続けるこ
いる状態にあると言える。それまでの女子Aにとっては、　とで、新たな気持ちに気付く機会が増えたのだと考えら
「詞っぽい言葉」を奇麗に清書して書くことが自己の満　　れる。また、女子Bは「作詞ノート」を「よく振り返っ
足につながっていて、そのことが表現の幅を狭めてしま　　て見てみる」と言っていたが、これは、ひとつのノート
っていたと考えられるが、それを捨て、新たな表現を苦　　に継続して書き続けることの利点だと言える。
心しながら探っている様子が理解される。このときSjue
は、女子Aにとっては簡単に歌を仕上げることよりも、　　4．5．男子Bと男子Cについて
苦心して新たな表現を探ることの方が必要だと判断し、　　　男子Bと男子C40は、それぞれ独自に、「作詞ノート」
具体的な助言は行わず、継続して「作詞ノート」に向か　　上で「ブレーンストーミング」を行っていた。
わせた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男子Bは、メタルという音楽ジャンルが好きで、はじ
　これは、常に特定の「作詞ノート」を携帯させていた　　めはメタルにっいての記述ばかりだったが、阿部（筆者）
ことに起因するところが大きいと考えられる。決まった　　が「メタルを好きな自分（男子B）って何なんだろう
「作詞ノート」を常に携帯することで、子どもたちには　　ね？」と問いかけると、そのことについて考えだした。
常に自分の表現と向き合う場が用意されていることに　　実際には、「作詞ノート」の中心に「自分」と書き、そ
なる。「作詞ノート」を開いたときに、常に書きかけの　　れを丸で囲み、そこから思い付くことを広げていった。
詞について考えることになる。このように、継続してひ　　そのようにして自分とメタルとの関係を広く考察して
とっの表現に向かい合う場面を設定することで、簡単に　　いき、最終的には、他人にどう思われようとも・自分が
仕上がる表現を越えていくきっかけになることがある　　メタルを好きだと言うことを伝えたいという結論に至
と確認できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。
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　男子Cは、自分力；何でもおもしろいと感じてしまうと　　　本授業においては、これまで述べたような場面で特に
いうことを深めようとしていた。「作詞ノート」には、　　　「作詞ノート」が有効に活用された。個々の事例にそく
男子Cが面白いと恩うものがたくさん書かれており、そ　　　した考察は前章に譲り、ここではそれらをまとめて考察
れそれに「なぜおもしろいのか」という考察を加えてい　　することで得られる新たな視座について述べる。
た。授業後半では、それが発展し、「普段どおりって何？」　　　ひとつは、われわれが何かしら意図的に表現活動を行
という問いを立て、「予定通りのことなんてほとんどな　　うとき、その表現活動は、個人のもつ日常の文脈に沿っ
い！」からfすべてがおもしろい」と答えていたり、そ　　て行われることで、より豊なものになるのではないか、
れは「みんなにとってはおもしろいことなのか？」と問　　ということが考えられる。
いを広げたりしていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　「作詞ノート」が可能にしたのは、それぞれの表現に、
　男子Bも男子Cも、最終的に歌にしたことは、授業　　目に見えた形で個人のもつH常の文脈を与えることで
のはじめには考えていなかったことである。「作詞ノー　　ある。たとえば、女子Aは、これまで自分が書いてきた
ト」上で広く「プレー一一一ンストーミング」をしたことによ　　詞を「作詞ノート」上で継承することで、新たな表現へ
り、自分の考えを一度反省することができ、歌の節々か　　向かうことができた。また、女子Bは、「作詞ノート」
らその歌に込めた思いが感じられる、深みのある歌がで　　上で今の自分の気持ちを書き進めることで、自分の気持
きあがったと言える。　　　　　　　　　　　　　　　　　ちを確認し、新たな気持ちに気付いていくことができ・た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表現活動は、そのようにそれぞれ個人の日常にそくし
4．6．男子Dについて　　　　　　　　　　　　　　　　た何らかの文脈に沿うことで豊かに行われるものなの
　男子Dは他の子どもたちとは異なり、曲だけを制作し　　ではないだろうか。たとえば、自分の生活とは切り離さ
た。歌づくりをする中で、曲だけで自分の思いを表現し　　れたところで、音楽の時間に作曲法を学ぶことのみを目
たいと考えるに至ったためである。　　　　　　　　　　的に作曲をしたり、国語の時間に古典を学ぶことのみを
　男子Dは、中学3年になって、受験を控えているこ　　目的に俳句を書いたりする場合と、本授業のように、日
との影響などから、日常生活を「っまらない」「みんな　　頃自分カミ考えていることについてさらに反省を重ねて
変わった」と感じていた。そのためfどこか遠くへ行き　　いった揚合とでは、作品の深みが違ってくると考えられ
たい」と「作詞ノート」に書いてきた。　　　　　　　　る。たとえば、常に自分の歩みを振り返り、今の自分の
　男子Dと閏わった篠塚が「どんなところへ行きたいの　　気持ちを探りながら歌をつくった女子Bにとって、本授
か」と訪ねると、男子Dは明確にその景色のイメージが　　業でっくった歌の持っ価値は他者が思う以上に大きい
あると答えた。男子Dはその景色の特徴を「雪が降って　　ものだろう。それは、一緒に歌をつくった「sjue」メン
いる」「広い」など口頭で説明したが、篠塚が具体的に　　バーの実感でもあるp
理解しきれなかったため、男子Dはその景色を絵に描い　　　また、ふたっめとして、一緒に活動を行う表現者の表
てみせ、篠塚に説明し、そこで篠塚はイメージをつかむ　　現方法を考察していくことの重要性が明らかになった
ことができた。その後、男子Dと篠塚は話し合って、そ　　と言える。本授業では、様々な作詞家・ミュージシャン
の景色を思い浮かべられるような曲をっくることにし　　の作詞方法を考察し、特にSjueの「作詞ノート」に焦
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点をあて、授業に取り入れることで、前述のような効果
　授業前には、このように具体的な景色のイメージから　　を得られた。
歌をつくることは想定できなかった。子どもたちの表現　　　ともすれぼわれわれは、表現活動において、授業者側
の多様さが理解できた場面である。　　　　　　　　　　が何ら介入しなかったものが、子どもの真の表現だと理
　「作詞ノート」の活用に関して言えば、その場で思い　　解しがちである。確かに、授業者の意図に沿って無理に
浮かべた景色を絵で描くという、即興的なやりとりがみ　　誘導された表現は、子どもの真の表現ではないかもしれ
られたことには意義がある。歌をっくるということが、　　ない。　　　　　　　　　　　　　　　　．
単純な作詞・作曲の作業のみに依存してはいないことを　　　しかし、表現者の表現方法を参考にし、子ども自身が
改めて理解することができた。また、男子Dが絵を描い　　これまでとは異なる仕方で表現を行えるようになるこ
たのは、Sjueの「作詞ノート」にも絵がたくさん描かれ　　とは歓迎されるべきである。そして、表現者σ～表現方法
ていたことに影響されたと考えることができる。実際、　　をつぶさに考察することにより、「作詞ノート」のよう
Sjue自身も、自分の描いた絵が作詞に影響すると話して　　な授業に取り入れられるものを見つけ出すことができ
いる。男子DやSjueの例から、われわれの表現は、多　　るのではないか、という仮説を立てることができる。
様な文脈からなされているということが示唆される。　　　　以上のように、「作詞ノート」の活用によって、「作詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート」が自分の思いを表現するために適した教材であ
　　　　　　　　　5．まとめ　　　　　　　　　ることが明らかになった同時に、表現活動のあり方につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて、新たな視座を得られることができた。
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　　　　　　　　6．今後の課題　　　　　　　　　G授業を実施するに至った経緯や・授業の全体像につい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て、細部にわたって記述することは、本論の主旨ではな
　本論では、あるミュー一ジシャンによる歌づくりの授業　　い。それらについては・前掲『ミュージシャンによる歌
における「作詞ノート」の活用から、表現活動の教育方　　づくりの授業一中学校段階における表現活動のカリキ
法について糠してきたが、今後の課題としそは、以下ユラム開発一』に詳しレ1・、
のことが挙げられるc　　　　　　　72・⑪5年・・月にCDデビ＝“一した゜ックバンド・ギタ
本研究で扱ったのは、ある綻のミュージシャンによ　一・べ一ス・ドラム・というオーソドックスなノ9ンド’
詞を導き出す方法や・一見鰍のないよコに思われ磧　Gt．阿部（筆il5・），　B。．an訪（途中から）鯵加した。
㌶㌶㌶㌶漂㌶璽灘票當慧慧＿では子どもを＋分
く考察していく必要がある・　　　　　　　　・　　　　に見て回れないと判断し、途中から4名で行った。
また濠現活動の授業を捉える方法につし’ても考察し　・「選択国語」の時間としてeまこの鴨間で終了したが、
ていかなければならない・本研究においては・授業を捉　　子どもたちは別途、つくった歌を10月に行われた文化
える方法は、筆者による授業記述のみだった。表現活動　　祭で発表している。そのための練習も行っていた。
の性質上、子どもの表現は単純なアンケートや事前・事　　leこの点については、前掲『ミュージシャンによる歌づ
後テストなどで捉えきれるものでは決してないが、それ　　くりの授業一中学校段階における表現活動のカリキュ
では授業記述にいかに妥当性を持たせられるのか、とい　　ラム開eg－一』、「2問題の所在」で詳しく論じた。
う問いが出てくる。この点についても今後、研究を重ね　　11「自分の思い」が具体的に何をさすのかという点につ
ていく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　いては、検討の余地がある。
　さらに、本研究で得られた知見を、表現活動の授業と　　12歌づくりの活動に、表現活動としてどのような特徴が
いう場に限定することなく、様々』な場面で活用していく　　あるかについては、前掲『ミュージシャンによる歌つく
ことも課題である。なぜならば、子どもを含めわれわれ　　りの授業一中学校段階における表現活動のカリキュラ
は、他者との関わりの中で日常から様々な表現活動を行　　ム開ee－一』・「3・3・なぜミュージシV．ンによる歌づくりを
っていると考えられるからである。そのように根本に立　　行うのか」で詳しく論じた・
ち返ることで、学校で営まれる広義の意味での表現活動　　　13代表的な実践は以下を参照のこと・阿部学『自己表現
は、より豊かなものとなっていくだろう。　　　齢靖成する授難践醗一オリジナルソガ緋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の活動を通して一』（平成16年度千葉大学教育学部教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育学教室卒業論文）、阿部学「おもしろ授業オリジナル
・「sju。」は「スー」と融　　　　　ソングで学校のプ゜モーシ・ンビデオをつくろb！t・
・始めのrS」猷文宇のrSju。」｝ま焔であり、「Sju。」　r麟づくりネットワーク・・月号』学事出版・2°°4年
は姓である．読み方鯛じく「スー」である．なお、1儲麟彦剛虫になるためのレッスン』踏放送出版
授業を行った時期はrSju。」という名前だったのでs本　協会・2°°1年・P19°　・
籠鶉巖㌫後改名し・　2°°8年現：：讃際㌶r：二蕊隠ぷ
・後述するがx2。。8鞠在は、。ックバンド「、」u。」のづくりの雌を糠することから導き出されたe「SJue」
ギタリストとしての活動が中心である．　　　は主にセッシ・ンで歌をつくっており・その竺メン
・搬には，r歌づくり」とは齢。ず「曲づくり」と言　バーそれぞれのイメージを鮪し・理蹴合おっと恥
うことが多い力淳にメ。ディをつくることと混財る　ることが・鹸な一xa程となっている・　．
こと酬けs本研究においては、「歌づくり」とした。　’嘩都よる瀦取材（2°°5・IS・8）でそのよPに語っ
よって木研究における「歌」とは溺と曲の両方を指　ている・　　　　　、
し．r曲」とは、メ。ディのみを繊　　　　Is　｛乍繊f躰レコード大賞」なと数多くの賞を酬
・代表的嫉践は以下を参照のこと．阿部学rミュージ　している・　　　　、
議蒜驚；纏き麟灘：鞭㌧瓢鷲え裏㌶製譜璽元璽娯三
大撒育学研究科修撤）
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hて』阪急コミュニケーションズ、2005、P72　　1　　　40ここで’男子Aと男子B」としないのは、前掲『ミ
22川喜田二郎『発想法』中央公論新書、1967、P117～　　　ユージシャンによる歌づくりの授業一中学校段階におけ
118　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る表現活動のカリキュラム開発一』での表記に対応させ
23ロックバンド「RADIOHEAD」のボーカリスト。　　　ているためである。
24RADIOHEAD『AMNES工AC』　（TOCP・65800）付録
の解説から引用。同バンドによる『K［DA』
（TOCP65777）に収録されている歌について述べてい
る。解説は山崎洋一郎による。
25たとえば、次のような詞がある。一部を引用する。「朝
の／鐘／朝の／鐘／ロウソクをもう一本点して、／解放
してくれ、解放してくれ／きみが／とっておけばいい1
（RADIOHEAD「MORNING　BELL」、前掲llKID　A』
収録曲、付録の対訳のまま）
26前掲『KID　A』（TOCP－6577）付録の解説から引用。
解説は山崎洋一一郎による。
271960年代に一世を風靡した「The　Beatles」のメンバ
ー一Bバンド解散後はソロとしても活躍した。
2s『ロッキング・オン・ジャパン1月増刊号サイト』
ロッキング・オン、2001年、P50
里920es年にメジャーデビューした、若者に人気のある
女性歌手。
30ソニー・マガジン音楽情報サイト
httP：1／wwvv．musicRet．co．jp／yuYindex4、html
31筆者による電話取材（2005．11．8）の内容を要約して
記している。
32前掲『発想法』、P59
33ジョン・レノンとYU工の例にも同様の関連があると
考えられるが、引用した文献からのみでは、Sjueの例ほ
どはっきりと関連があると言えないため、ここではSjue
の例について明示した。
34前掲『発想法』、P108～109
35代表的な実践は以下を参照のこと。阿部学『自己表現
能力を育成する授業実践開発一オリジナルソング制作
の活動を通して一』（平成16年度千葉大学教育学部教
育学教室卒業論文未公刊）、阿部学「おもしろ授業オ
リジナルソングで学校のプロモーションビデオをつく
ろう1」、『授業つくリネットワーク11月号』学事出
版、2004年
3G授業で子どもたちにEったものは、当時Sjueが使っ
ていたものと河じ型のものにした。A5サイズで40
枚の、普遷の文具店で買えるようなノートであるe
37ただし、そもそも歌づくりの方法を説明しなくてもよ
いのでは、という批判も想定される。この点については、
本誌の主旨ではないので、今後の課題としたい。
3s授業を遇して、　Sjueは特に女子に人気があった。そ
れは、授業の様子や、感想用紙に直接好意的なメッセー一
ジが書かれていることから理解できる。
39授業後の「sjuejメンバーによる反省会での発言。授
業後は毎［自反省会を行つた。以鋒、授業を振り返る同様
の登言は．すべて反省会での発言である。
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